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平成20年度
林野庁予算の概要

地
球
温
暖
化
防
止
と
森
林
資
源
の
次
世
代
へ
の
継

承
の
た
め
に
、「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
を
推
進
し

ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
総
合
的
な
間
伐
促
進
の
た
め

の
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
促
進
対
策
、
美
し
い
森

林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
の
展
開
、
花
粉
発
生
源
対

策
な
ど
で
す
。

我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
現
状
は
、
森
林
吸
収

目
標
達
成
を
図
る
た
め
に
間
伐
実
施
が
必
要
な

三
三
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
高
齢
級
（
十
齢
級

以
上
）
の
森
林
が
四
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た

私
有
林
の
四
分
の
一
が
不
在
村
森
林
所
有
者
の
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
平
成
十
八
年
の
木

国
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

「
美
し
い
森も

林り

づ
く
り
」
に
向
け

多
角
的
な
森
林
整
備
の
推
進

平成20年度
林野庁予算の概要

一般会計予算
平
成
二
〇
年
度
の
林
野
庁

予
算
概
算
決
定
額
は
総
計

三
，
八
五
四
億
四
千
万
円
。

未
来
に
向
け
た
「
美
し
い

森
林
づ
く
り
」
の
推
進
と

国
産
材
の
復
活
を
目
指
し

ま
す
。

平成20年度概算決定額（平成19年度予算額）

３８５，４４１（３９４，７０１）百万円
うち林野一般公共事業

２６７，８８５（２８２，３６８）百万円
※上記のほかに、地域再生基盤強化交付金措置額を内閣府に計上。

ポ
イ
ン
ト
１

●
森
林
整
備
事
業
、
治
山
事
業　

　

二
，
六
七
九
億
円
の
内
数

●
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動

の
展
開

　

十
四
億
円
の
内
数

●
花
粉
発
生
源
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

二
十
六
億
円

一
．
二
〇
〇
七
年
〜
二
〇
一
二
年
の
六
年
間
で

三
三
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間
伐
を
実
施
し
間
伐

の
遅
れ
を
解
消

二
．
百
年
先
を
見
据
え
、広
葉
樹
林
化
、長
伐
期
化
、

針
広
混
交
林
化
等
多
様
な
森
林
づ
く
り
を
推
進

政
策
目
標

１「美
し
い
森
林
づ
く
り
」

推
進
総
合
対
策

（
１
）「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」

　
　

促
進
対
策

　

森
林
所
有
者
の
負
担
、
地
方
財
政
事
情
な
ど
森
林

整
備
を
巡
る
情
勢
に
対
処
し
、
ま
た
、
人
工
林
の
資

源
内
容
の
変
化
等
に
対
応
す
る
た
め
、
制
度
の
充
実

を
図
る
な
ど
、
総
合
的
な
取
組
を
展
開
し
ま
す
。

充
実
内
容
①

　

高
齢
級
森
林
の
利
用
間
伐
を
進
め
ま
す
。

　

十
齢
級
以
上
（
四
六
年
生
以
上
）
の
森
林
の
間
伐

に
つ
い
て
民
間
資
金
の
活
用
、
事
後
清
算
と
い
う
全

く
新
し
い
方
式
で
助
成
し
ま
す
。

〈
高
齢
級
森
林
整
備
促
進
特
別
対
策
事
業　
　

　

一
，
〇
〇
〇
（
〇
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
〉

材
の
自
給
率
は
前
年
に
引
き
続
き
二
割
を
超
え
、
国

産
材
の
利
用
量
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
次
の
よ
う
な
政
策
目
標
を
掲
げ
ま
す
。

こ
の
結
果
と
し
て
、
京
都
議
定
書
第
一
約
束
期
間

（
二
〇
〇
八
年
〜
二
〇
一
二
年
）
に
お
け
る
森
林
吸

収
目
標
一
、三
〇
〇
万
炭
素
ト
ン
の
達
成
を
目
指
し

ま
す
。
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充
実
内
容
②

　

七
〜
九
齢
級
の
間
伐
へ
の
補
助
を
本
格
的
に
実
施

し
ま
す
。

　

人
工
林
の
高
齢
級
化
に
対
応
し
て
，
補
助
対
象
を

拡
充
し
、
団
地
的
な
森
林
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
水
源
か
ん
養
や
山
地
災
害
防
止
な
ど
の
機
能
の

程
度
に
関
わ
ら
ず
補
助
の
対
象
と
し
ま
す
。

〈
育
成
林
整
備
事
業
等
（
公
共
）　

二
八
，
七
一
一

（
三
五
，
〇
六
五
）
百
万
円
の
内
数　

補
助
率
：

一
〇
分
の
三
〉

充
実
内
容
③

　

現
場
の
創
意
工
夫
が
活
か
せ
る
柔
軟
な
助
成
を
行

い
ま
す
。

　

国
か
ら
市
町
村
に
交
付
金
を
直
接
交
付
す
る
仕
組

み
を
創
設
し
ま
す
。

〈
＜
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備
交
付
金
（
公
共
）

　

一
，〇
〇
〇
（
〇
）
百
万
円　

補
助
率
：
二
分
の
一
〉

充
実
内
容
④

　

定
額
助
成
方
式
に
よ
る
森
林
整
備
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
や
森
林
組
合
等
が
集
約
化
等
の
取

組
を
行
い
つ
つ
、
森
林
所
有
者
等
の
自
己
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
定
額
助
成
方
式
の
間

伐
を
推
進
し
ま
す
。

〈
未
整
備
森
林
緊
急
公
的
整
備
導
入
モ
デ
ル
事
業

（
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交
付
金
）　

二
，

一
六
九
（
一
，
九
七
一
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
〉

充
実
内
容
⑤

　

森
林
整
備
法
人
等
に
よ
る
「
非
皆
伐
施
業
」
を
推

進
し
ま
す
。

　

間
伐
等
を
繰
り
返
す
非
皆
伐
施
業
へ
の
転
換
に
地

域
一
体
で
取
組
め
る
よ
う
、
合
意
形
成
、
分
収
林
契

約
の
変
更
、
協
定
締
結
等
の
取
組
の
支
援
や
、
有
利

子
の
農
林
公
庫
資
金
と
併
せ
貸
し
す
る
無
利
子
資
金

（
森
林
整
備
活
性
化
資
金
）
の
貸
付
割
合
の
引
上
げ

を
行
い
ま
す
。

〈「
美
し
い
森
林
」
共
同
整
備
特
別
対
策
事
業　

七
〇
〇
（
〇
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
、二
分
の
一
〉

充
実
内
容
⑥

　

水
土
保
全
機
能
の
低
下
し
た
保
安
林
を
整
備
す
る

た
め
治
山
事
業
を
充
実
し
ま
す
。

　

過
密
化
等
が
進
ん
で
い
る
保
安
林
の
水
源
か
ん
養

機
能
や
山
地
災
害
防
止
機
能
を
回
復
す
る
た
め
、
森

林
整
備
の
対
象
齢
級
を
引
き
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
治

山
施
設
の
整
備
と
併
せ
て
行
う
森
林
整
備
の
制
度
を

導
入
し
ま
す
。

〈
保
育
事
業
、
復
旧
治
山
事
業
等
（
公
共
）　

五
七
，

二
九
二
（
五
九
，
五
三
三
）
百
万
円
の
内
数　

補
助

率
：
二
分
の
一
、三
分
の
一
等
〉

充
実
内
容
⑦

　

路
網
の
整
備
、
間
伐
材
の
利
用
促
進
等
を
進
め
ま

す
。

　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た
路
網
整
備

を
計
画
的
に
行
い
、
林
業
用
機
械
の
整
備
、
間
伐
材

の
用
途
開
拓
等
に
よ
り
間
伐
実
施
の
条
件
を
整
え
ま

す
。

〈
林
道
改
良
統
合
補
助
事
業
（
公
共
）
四
九
九

（
五
五
〇
）
百
万
円

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交
付
金　

九
，

六
九
二
（
九
，
七
五
六
）
百
万
円
の
内
数

山
村
再
生
総
合
対
策
事
業　

三
〇
〇
（
〇
）
百
万
円

の
内
数
〉

充
実
内
容
⑧

　

利
用
間
伐
を
推
進
す
る
融
資
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　

利
用
間
伐
に
係
る
計
画
に
基
づ
き
利
用
間
伐
を
拡

大
す
る
林
業
者
に
対
し
て
、
利
用
間
伐
に
必
要
な
資

金
と
農
林
公
庫
資
金
の
償
還
元
金
の
円
滑
な
支
払
に

必
要
な
資
金
を
併
せ
て
貸
し
付
け
る
融
資
制
度
を
創

設
し
ま
す
。
ま
た
、
間
伐
材
の
生
産
・
取
引
・
加
工

を
大
規
模
に
実
施
す
る
者
に
対
し
て
一
層
低
利
で
運

転
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

〈
金
融
措
置
〉

充
実
内
容
⑨

地
方
財
政
措
置
を
充
実
し
ま
す
。

　

追
加
的
な
間
伐
等
の
実
施
に
必
要
な
地
方
負
担
に

つ
い
て
地
方
債
の
対
象
と
す
る
な
ど
、
地
方
財
政
措

置
を
充
実
し
ま
す
。

〈
地
方
財
政
措
置
〉

充
実
内
容
⑩

　

効
率
的
な
森
林
整
備
が
可
能
な
担
い
手
を
確
保
し

ま
す
。

　

低
コ
ス
ト
作
業
等
に
必
要
な
技
術
を
有
す
る
人
材

の
育
成
、
定
着
、
森
林
組
合
等
の
林
業
事
業
体
に
お

け
る
「
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の
養
成
の
加
速
化

等
を
進
め
ま
す
。

〈
緑
の
雇
用
担
い
手
対
策
事
業　

六
，
七
〇
〇
（
六
，

七
〇
〇
）
百
万
円

施
業
集
約
化
・
供
給
情
報
集
積
事
業　

五
九
二

（
五
五
九
）
百
万
円

が
ん
ば
れ
！　

地
域
林
業
サ
ポ
ー
ト
事
業　

一
〇
〇

（
〇
）
百
万
円
〉

（
２
）
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進

　
　
　
国
民
運
動
の
展
開

　

美
し
い
森
林
づ
く
り
に
向
け
た
森
林
整
備
・
保
全

に
取
り
組
む
た
め
、
民
間
組
織
、
企
業
、
個
々
の
国

民
と
一
体
と
な
っ
た
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国

民
運
動
」
の
展
開
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
か
け
が
え
の
な
い
日
本
の
国
土
を
守

り
、
美
し
い
森
林
を
子
孫
に
伝
え
て
い
く
も
の
で
す
。

そ
の
達
成
の
た
め
に
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
森
林
所
有
者
、

都
市
住
民
等
幅
広
い
主
体
の
参
画
を
進
め
ま
す
。
こ

の
た
め
、
次
の
よ
う
な
政
策
目
標
を
掲
げ
ま
す
。

一
．
毎
年
五
十
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
六
年
間
で

三
三
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間
伐
に
よ
り
間
伐
対

象
森
林
の
八
割
を
「
美
し
い
森も

林り

」
に
し
ま
す
。

二
．
一
〇
〇
年
先
を
見
据
え
た
広
葉
樹
林
化
等

多
様
で
美
し
い
森も

林り

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

政
策
目
標

政
策
内
容
①　

　

国
民
全
般
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
対
象
と
し
た
取
組

Ａ
：
中
央
及
び
各
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
お
け
る
普
及

啓
発
活
動
、
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
森
林
づ
く
り
、

地
域
住
民
等
の
参
画
に
よ
る
手
入
れ
の
遅
れ
て
い
る

森
林
の
解
消
に
向
け
た
計
画
の
作
成
等
の
活
動
な
ど

に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
美
し
い
森
林
づ
く
り
活
動
推
進
事
業

　

二
五
二
（
〇
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
、
二
分

の
一
〉

Ｂ
：
緑
化
行
事
の
開
催
等
の
展
開
に
よ
る
国
民
へ
の

普
及
啓
発
、
企
業
等
の
森
林
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加

を
促
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備
等
を
推
進
し
ま
す
。

〈
地
域
活
動
支
援
に
よ
る
国
民
参
加
の
緑
づ
く
り
活

動
推
進
事
業　

一
六
八
（
一
六
九
）
百
万
円　

補
助

率
：
定
額
、
二
分
の
一
〉

Ｃ
：
我
が
国
の
世
界
遺
産
候
補
地
に
お
け
る
森
林
の

世
界
的
な
価
値
の
保
全
・
向
上
の
た
め
、
森
林
生
態

系
の
新
た
な
保
全
管
理
手
法
の
開
発
等
を
実
施
し
ま

す
。

〈「
世
界
遺
産
の
森
林
」
保
全
推
進
に
係
る
調
査
事
業

　

三
二
（
〇
）
百
万
円
〉　

Ｄ
：
原
生
的
な
森
林
生
態
系
や
貴
重
な
動
植
物
が
生

息
・
生
育
す
る
森
林
を
維
持
・
保
全
す
る
保
護
林
の

設
定
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

〈
保
護
林
拡
充
緊
急
対
策
事
業　

二
九（
〇
）百
万
円
〉

Ｅ
：
高
い
指
導
力
を
持
つ
人
材
の
育
成
や
森
林
・
林

業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

り
な
ど
を
通
じ
て
森
林
環
境
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

〈
森
林
環
境
教
育
推
進
総
合
対
策
事
業　
　

一
四

（
一
四
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
〉

政
策
内
容
②

　

地
域
の
森
林
づ
く
り
の
推
進
役
と
な
る
森
林
所
有

者
等
を
対
象
と
し
た
取
組

Ａ
：
地
域
の
林
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
展
開
す
る
経

営
感
覚
に
優
れ
た
森
林
所
有
者
の
養
成
、
故
郷
に
戻

る
団
塊
世
代
な
ど
を
対
象
に
経
営
・
管
理
の
た
め
の
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支
援
や
林
業
後
継
者
等
へ
の
林
業
体
験
学
習
等
を
通

じ
た
普
及
・
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

〈
林
業
後
継
者
活
動
支
援
事
業　

九
一
（
九
七
）

百
万
円　

補
助
率
：
定
額
〉

Ｂ
：
林
業
経
営
に
意
欲
的
な
森
林
所
有
者
で
組
織
す

る
林
業
グ
ル
ー
プ
等
に
よ
る
施
業
実
施
の
働
き
か
け

に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

〈
吸
収
源
対
策
森
林
施
業
推
進
活
動
緊
急
支
援
事
業

　

九
〇
（
九
六
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
〉

政
策
内
容
③

　

不
在
村
森
林
所
有
者
を
対
象
と
し
た
取
組

都
道
府
県
庁
所
在
地
等
に
お
け
る
「
ふ
る
さ
と
森

林
会
議
」
の
開
催
に
加
え
、
司
法
書
士
団
体
と
森
林

組
合
系
統
と
の
連
携
を
通
じ
た
都
市
部
在
住
の
不
在

村
森
林
所
有
者
へ
の
森
林
施
業
の
働
き
か
け
の
強
化

等
に
よ
り
施
業
の
集
約
化
を
図
り
、
森
林
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

〈
施
業
集
約
化
・
供
給
情
報
集
積
事
業　

五
九
二

（
五
五
九
）
百
万
円
の
内
数　

補
助
率
：
定
額
、
二

分
の
一
〉

政
策
内
容
④

　

地
域
材
利
用
の
推
進

　

地
域
材
利
用
の
意
義
を
訴
え
る
木
づ
か
い
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
や
、
企
業
の
調
達
を
促
進
す
る
た
め
の

普
及
啓
発
活
動
、木
材
利
用
に
関
す
る
教
育
活
動（
木

育
）
等
を
推
進
し
ま
す
。

〈
日
本
の
森
を
育
て
る
木
づ
か
い
推
進
緊
急
対
策
事

業　

一
六
五
（
一
八
二
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
、

二
分
の
一
〉

（
３
）
森
林
病
虫
害
対
策
の
推
進

　

松
く
い
虫
被
害
の
北
上
阻
止
の
た
め
の
防
除
対
策

や
ト
キ
の
野
生
復
帰
に
向
け
た
松
林
の
保
全
対
策
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
効
果
的
な

防
除
手
法
を
開
発
し
ま
す
。

〈
森
林
害
虫
駆
除
事
業
委
託　

一
五
一
（
一
五
一
）

百
万
円

２花
粉
発
生
源
対
策
の

推
進

　

ス
ギ
花
粉
発
生
源
対
策
を
飛
躍
的
に
加
速
さ
せ
ま

す
。
ス
ギ
花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換
等
を
重
点

的
に
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
少
花
粉
ス
ギ
等
の
苗
木

の
供
給
量
を
大
幅
に
増
大
し
ま
す
。

　

ス
ギ
花
粉
症
の
罹
患
率
は
総
人
口
の
十
％
を
超
え

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
開
発
さ
れ

た
少
花
粉
ス
ギ
は
一
二
一
品
種
、
無
花
粉
ス
ギ
は
一

品
種
で
す
。
こ
れ
ら
の
苗
木
の
供
給
量
は
ス
ギ
苗
木

全
体
の
〇
・
六
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
処
す

る
た
め
次
の
よ
う
に
政
策
目
標
を
定
め
花
粉
発
生
源

対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

一
．
首
都
圏
等
へ
の
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
に
強
く

影
響
を
与
え
る
と
推
定
さ
れ
る
ス
ギ
林
に
つ
い

て
、
少
花
粉
ス
ギ
林
等
へ
の
転
換
を
進
め
、
十

年
間
で
お
お
む
ね
五
割
減
少
さ
せ
ま
す
。

二
．
少
花
粉
ス
ギ
等
の
苗
木
の
供
給
量
を
一
〇

年
後
（
平
成
二
九
年
）
に
は
約
一
千
万
本
に
増

大
し
ま
す
。

政
策
目
標

政
策
内
容
①

　

無
花
粉
ス
ギ
品
種
な
ど
を
開
発

Ａ
：
新
品
種
の
早
期
判
定
技
術
開
発
と
花
粉
症
対
策

苗
木
の
早
期
・
大
量
生
産
技
術
の
開
発
を
進
め
ま
す
。

〈
花
粉
症
対
策
品
種
開
発
促
進
事
業　

二
〇
（
〇
）

百
万
円
〉

Ｂ
：
都
市
部
を
対
象
に
、
ス
ギ
花
粉
が
多
く
飛
散
し

て
い
る
発
生
源
地
域
を
推
定
す
る
調
査
を
実
施
し
、

花
粉
発
生
源
対
策
を
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

〈
ス
ギ
花
粉
発
生
源
調
査
事
業　

四
五
（
三
〇
）

百
万
円
〉

Ｃ
：
都
市
周
辺
の
ス
ギ
人
工
林
な
ど
で
広
葉
樹
林
や

針
広
混
交
林
へ
誘
導
す
る
た
め
の
抜
き
伐
り
、
雄
花

の
多
い
ス
ギ
林
分
の
間
伐
等
を
推
進
し
ま
す
。

〈
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
等
（
公
共
）　

六
三
，

六
〇
八
（
七
一
，
七
二
九
）
百
万
円
の
内
数　

補
助

率
：
十
分
の
三
等
〉

政
策
内
容
④

　

国
民
参
加
に
よ
る
花
粉
発
生
源
対
策
の
推
進

Ａ
：
花
粉
発
生
源
対
策
に
よ
り
伐
採
さ
れ
た
木
材
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
ラ
ミ
ナ
製
造
施
設
等
を

リ
ー
ス
に
よ
り
導
入
す
る
場
合
の
リ
ー
ス
料
を
一
部

助
成
し
ま
す
。

〈
木
材
供
給
高
度
化
設
備
リ
ー
ス
促
進
事
業　

一
七
三
百
万
円
の
う
ち
八
八
（
〇
）
百
万
円　

補
助

率
：
定
額
〉

Ｂ
：
都
市
住
民
等
に
よ
る
花
粉
症
対
策
に
効
果
的
な

森
林
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

〈
地
域
活
動
支
援
に
よ
る
国
民
参
加
の
緑
づ
く
り
活

動
推
進
事
業　

一
六
八
（
一
六
九
）
百
万
円
の
内
数

　

補
助
率
：
定
額
、
二
分
の
一
〉

３緑
資
源
幹
線
林
道
事
業
の

廃
止
と
新
た
な
交
付
金
の
創
設

緑
資
源
幹
線
林
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法

人
の
事
業
と
し
て
は
廃
止
し
、
平
成
二
〇
年
度
以
降

は
残
区
間
を
対
象
に
地
方
公
共
団
体
が
森
林
整
備
等

を
促
進
す
る
観
点
か
ら
現
行
計
画
を
柔
軟
に
見
直
し

Ｂ
：
無
花
粉
ス
ギ
の
遺
伝
的
特
性
を
解
明
し
、
遺
伝

子
組
み
換
え
に
よ
る
花
粉
発
生
制
御
技
術
の
開
発
を

進
め
ま
す
。

〈（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
運
営
費
交
付
金　

一
〇
，

一
八
〇
（
一
〇
，
三
一
七
）
百
万
円
の
内
数

遺
伝
子
組
換
え
に
よ
る
花
粉
発
生
制
御
技
術
等
の
開

発　

七
五
（
〇
）
百
万
円
〉

政
策
内
容
②

　

花
粉
症
対
策
苗
木
の
生
産
供
給
体
制
の
整
備

Ａ
：
花
粉
症
対
策
苗
木
の
増
産
に
不
可
欠
な
ミ
ニ

チ
ュ
ア
採
種
園
等
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

花
粉
症
対
策
苗
木
の
増
産
を
進
め
ま
す
。

〈
ミ
ニ
チ
ュ
ア
採
種
園
等
緊
急
整
備
事
業
（
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交
付
金
）　

四
三
（
〇
）

百
万
円　

補
助
率
：
定
額
〉

Ｂ
：
花
粉
症
対
策
の
苗
木
の
供
給
量
増
大
を
図
る
た

め
、
新
た
な
挿
し
木
生
産
（
マ
イ
ク
ロ
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ
）
の
導
入
に
必
要
な
条
件
整
備
を
進
め
ま
す
。

〈
広
域
連
携
優
良
苗
木
確
保
対
策
の
う
ち
マ
イ
ク
ロ

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
生
産
促
進
事
業　
　

三
〇
（
〇
）

百
万
円　

補
助
率
：
定
額
〉

Ｃ
：
無
花
粉
ス
ギ
等
を
短
期
間
で
普
及
さ
せ
る
た
め
、

組
織
培
養
に
よ
り
増
殖
等
を
行
い
、
都
道
府
県
に
無

花
粉
ス
ギ
等
の
苗
木
を
供
給
し
ま
す
。

〈
抵
抗
性
品
種
等
緊
急
対
策
事
業　

四
八
（
四
八
）

百
万
円
の
内
数
〉

政
策
内
容
③

　

花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換
等
の
促
進

Ａ
：
首
都
圏
等
へ
の
ス
ギ
花
粉
飛
散
量
が
多
い
と
推

定
さ
れ
る
発
生
源
地
域
を
対
象
に
少
花
粉
ス
ギ
林
や

広
葉
樹
林
等
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
少

花
粉
ス
ギ
苗
木
の
着
実
な
増
産
を
図
り
ま
す
。

〈
花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
対
策
事
業　

二
，

二
八
六
（
〇
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
〉

営
巣
木
等
保
全
整
備
事
業　

四
〇
（
四
一
）
百
万
円

ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
総
合
的
防
除
技
術
高
度
化
調
査　

一
〇
（
〇
）
百
万
円
〉
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森
林
資
源
の
利
活
用
に
よ
る

地
域
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

ポ
イ
ン
ト
２

森
林
や
山
村
の
地
域
資
源
を
利
活
用
し
た
地
域
の

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、林
業
・

木
材
産
業
の
再
生
と
適
切
な
森
林
整
備
、
地
域
活
性

化
を
図
り
ま
す
。
こ
の
た
め
次
の
よ
う
な
政
策
目
標

を
掲
げ
ま
す
。

●
森
林
資
源
利
活
用
新
産
業
創
出
対
策

　

二
，
五
四
七
（
五
一
）
百
万
円

一
〇
年
後
に
二
〇
〇
〇
億
円
規
模
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
創
出 政

策
目
標

木
材
の
加
工
流
通
体
制
の
整
備
と

林
業
生
産
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る

国
産
材
の
競
争
力
の
向
上

ポ
イ
ン
ト
３

●
国
産
材
の
競
争
力
の
強
化　

一
五
，

八
六
八
（
一
五
，
八
八
五
）
百
万
円

●
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交

付
金
九
，
六
九
二
（
九
，
七
五
六
）

百
万
円
の
内
数

一
．
森
林
施
業
の
集
約
化
に
取
り
組
む
森
林
組

合
の
拡
大

二
．
森
林
組
合
員
所
有
森
林
面
積
の
約
四
割（
平

成
十
九
年
）
↓
約
八
割
（
平
成
二
一
年
）

三
．
木
材
供
給
・
利
用
量
を
平
成
二
七
年
ま
で

に
三
五
％
拡
大　

一
七
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル

（
平
成
十
六
年
）
↓
二
三
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル

（
平
成
二
七
年
）

政
策
目
標

政
策
内
容
①

　

林
業
再
生
の
担
い
手
の
支
援
と
地
域
の
活
性
化

Ａ
：
多
様
な
技
術
を
有
す
る
人
材
の
育
成
・
定
着
の

促
進

「
緑
の
雇
用
」
を
拡
充
し
、
低
コ
ス
ト
施
業
等
に
必

要
な
技
術
の
向
上
に
向
け
た
取
組
に
対
し
て
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
技
術
を
有
す
る
人
材
の
育

成
・
定
着
を
促
進
し
ま
す
。

〈
緑
の
雇
用
担
い
手
対
策
事
業　

六
，
七
〇
〇
（
六
，

七
〇
〇
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
〉

Ｂ
：
提
案
型
集
約
化
施
業
の
推
進
と
不
在
村
森
林
所

有
者
へ
の
働
き
か
け
の
強
化

　

森
林
組
合
等
の
林
業
事
業
体
に
お
け
る
「
森
林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の
養
成
の
加
速
化
を
支
援
し
、
集

約
化
し
た
施
業
の
安
定
的
な
受
託
を
推
進
し
ま
す
。

政
策
内
容
①

　

木
質
資
源
を
利
用
し
た
新
た
な
産
業
の
創
出
へ
の

支
援

Ａ
：
間
伐
と
木
質
資
源
の
利
用
を
一
体
的
に
推
進
す

る
取
組

　

間
伐
に
よ
り
発
生
す
る
木
質
資
源
の
安
定
的
確
保

及
び
燃
料
利
用
等
へ
の
利
用
に
対
す
る
支
援
を
通
じ

て
、
間
伐
と
木
質
資
源
の
利
用
を
一
体
的
に
進
め
る

モ
デ
ル
を
構
築
し
、
木
質
資
源
を
利
用
し
た
新
た
な

産
業
の
創
出
と
森
林
・
林
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

〈
木
質
資
源
利
用
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業　

五
七
三
（
〇
）
百
万
円

提
案
型
未
利
用
木
質
資
源
利
用
地
域
再
生
施
設
モ
デ

ル
整
備
（
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交
付
金
）

　

四
〇
〇
（
〇
）
百
万
円
〉

Ｂ
：
森
林
資
源
活
用
型
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
の
た

め
の
製
造
シ
ス
テ
ム
構
築　

　

林
地
残
材
や
間
伐
材
等
の
未
利
用
森
林
資
源
活
用

の
た
め
、
先
進
的
な
技
術
に
よ
る
木
質
か
ら
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
マ
テ
リ
ア
ル
の
製
造
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
地
域

を
活
性
化
し
ま
す
。

〈
森
林
資
源
活
用
型
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
対
策
事

業　

一
，
二
〇
〇
（
〇
）
百
万
円
〉

政
策
内
容
②

　

森
林
・
山
村
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
産
業
づ
く

り
　

森
林
や
こ
れ
に
関
連
す
る
自
然
的
・
文
化
的
資
源

及
び
間
伐
材
、
広
葉
樹
な
ど
を
活
用
し
た
新
産
業
の

創
出
等
を
支
援
し
、
山
村
を
活
性
化
し
ま
す
。

〈
山
村
再
生
総
合
対
策
事
業　

三
〇
〇
（
〇
）
百
万

円特
用
林
産
物
消
費
・
流
通
総
合
支
援
対
策
事
業　

七
四
（
五
一
）
百
万
円
〉

林
業
再
生
の
担
い
手
の
育
成
や
森
林
組
合
等
の
林

業
事
業
体
の
活
性
化
支
援
に
よ
り
林
業
生
産
コ
ス
ト

を
削
減
し
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
を
確
立
し
ま

す
。
製
材
品
の
品
質
向
上
、
物
流
効
率
化
の
支
援
な

ど
を
通
じ
て
高
品
質
製
品
生
産
体
制
の
確
立
と
流
通

の
改
革
、
国
産
材
の
利
用
拡
大
を
進
め
ま
す
。
こ
れ

ら
に
よ
り
、
国
産
材
の
競
争
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
政
策
目
標
を
掲
げ
ま
す
。

ま
た
、
司
法
書
士
団
体
と
森
林
組
合
系
統
と
の
連
携

に
よ
る
都
市
部
在
住
の
不
在
村
森
林
所
有
者
へ
の
森

林
施
業
の
働
き
か
け
を
強
化
し
ま
す
。

〈
施
業
集
約
化
・
供
給
情
報
集
積
事
業　

五
九
二

（
五
五
九
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
、
二
分
の
一
〉

Ｃ
：
地
域
の
ニ
ー
ズ
へ
の
よ
り
き
め
細
や
か
な
対
応

　

森
林
づ
く
り
交
付
金
と
強
い
林
業
・
木
材
産
業
づ

く
り
交
付
金
の
一
体
化
、
本
交
付
金
を
国
か
ら
市
町

村
に
直
接
交
付
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
ま
す
。

〈
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交
付
金　

九
，

六
九
二
（
九
，七
五
六
）
百
万
円
の
内
数　

補
助
率
：

定
額
〉

政
策
内
容
②

　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
定
着
の
促
進

と
低
コ
ス
ト
育
林
技
術
の
開
発
・
評
価

　

路
網
と
高
性
能
林
業
機
械
の
組
合
わ
せ
に
よ
る
低

コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
定
着
の
た
め
高
性

能
林
業
機
械
の
リ
ー
ス
導
入
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た

作
業
工
程
の
低
コ
ス
ト
化
の
た
め
育
林
技
術
の
開

発
・
評
価
を
行
い
ま
す
。

〈
が
ん
ば
れ
！　

地
域
林
業
サ
ポ
ー
ト
事
業　

一
〇
〇
（
〇
）
百
万
円

低
コ
ス
ト
育
林
高
度
化
事
業　

三
六
（
〇
）
百
万
円
〉

政
策
内
容
③

　

森
林
情
報
の
収
集
な
ど
の
地
域
活
動
へ
の
支
援

　

意
欲
あ
る
林
業
事
業
体
等
に
よ
る
森
林
施
業
計
画

作
成
を
促
進
す
る
た
め
、
森
林
施
業
の
集
約
化
に
必

要
な
「
森
林
情
報
の
収
集
活
動
」
を
支
援
し
ま
す
。

森
林
施
業
計
画
作
成
後
は
「
施
業
実
施
区
域
の
明
確

化
」
及
び
「
歩
道
の
整
備
等
」
を
支
援
し
ま
す
。

〈
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金　

七
，
二
四
七

（
七
，
四
五
三
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
〉

政
策
内
容
④

　

大
規
模
産
地
と
大
規
模
加
工
施
設
を
直
結
し
た
新

生
産
シ
ス
テ
ム
の
着
実
な
実
施

　

全
国
十
一
の
モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
、
地
域
材
の

需
要
拡
大
と
林
業
の
再
生
を
図
る
モ
デ
ル
を
構
築
す

て
行
う
路
網
の
骨
格
と
な
る
「
山
の
み
ち
」
の
整
備

へ
助
成
を
行
い
、
地
域
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。

〈
山
の
み
ち
地
域
づ
く
り
交
付
金
等
（
公
共
）　

七
，

〇
〇
〇
（
〇
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
〉
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る
「
新
生
産
シ
ス
テ
ム
」
を
実
施
し
、
低
コ
ス
ト
・

大
ロ
ッ
ト
の
安
定
的
な
木
材
供
給
体
制
を
確
立
し
ま

す
。

〈
新
生
産
シ
ス
テ
ム
推
進
対
策
事
業　

八
四
八

（
九
六
四
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
、
二
分
の
一
〉

政
策
内
容
⑤

品
質
向
上
と
流
通
効
率
化
な
ど
に
よ
る
木
材
産
業
の

競
争
力
強
化

　

品
質
管
理
の
徹
底
に
よ
る
高
品
質
製
品
の
生
産
体

制
整
備
と
邸
別
配
送
に
対
応
し
た
物
流
拠
点
の
整
備

な
ど
を
進
め
、
地
域
材
利
用
量
を
増
や
し
ま
す
。
ま

た
、
川
上
と
川
下
の
協
定
等
に
基
づ
き
、
大
ロ
ッ
ト

で
の
安
定
取
引
を
確
立
に
す
る
た
め
、
同
業
種
間
の

連
携
を
図
る
者
に
対
し
て
一
層
低
利
の
運
転
資
金
を

融
資
し
ま
す
。

〈
地
域
材
生
産
・
物
流
拠
点
整
備
支
援
対
策　

八
九
五
（
〇
）
百
万
円

木
材
産
業
等
高
度
化
推
進
資
金　
（
金
融
措
置
）〉

政
策
内
容
⑥

　

住
宅
分
野
に
お
け
る
地
域
材
利
用
の
推
進

　

住
宅
分
野
に
お
け
る
地
域
材
の
利
用
を
拡
大
す
る

た
め
、
住
宅
構
造
材
で
の
地
域
材
の
利
用
技
術
開
発

や
地
域
材
を
活
用
し
た
家
づ
く
り
の
普
及
を
図
り
ま

す
。

〈
住
宅
分
野
へ
の
地
域
材
供
給
支
援
事
業　
　

二
五
〇
（
二
〇
九
）
百
万
円　

補
助
率
：
定
額
、
二

分
の
一
〉

大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
、
既
存
の
施
設
や
森

林
等
を
活
用
す
る
形
で
効
率
的
に
山
地
防
災
力
を
強

化
し
ま
す
。
ま
た
危
険
地
区
の
情
報
提
供
や
災
害
発

生
時
の
支
援
等
の
ソ
フ
ト
対
策
と
も
一
体
と
な
っ
て
、

総
合
的
な
治
山
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に

次
の
よ
う
な
政
策
目
標
を
掲
げ
ま
す
。

一
．
周
辺
の
森
林
の
山
地
災
害
防
止
機
能
な
ど

が
確
保
さ
れ
た
集
落
数
を
平
成
二
〇
年
度
末
ま

で
に
四
〇
〇
〇
集
落
増
加

　
　

約
四
万
八
千
集
落
（
平
成
十
五
年
度
）
↓

　
　

約
五
万
二
千
集
落
（
平
成
二
〇
年
度
）

政
策
目
標

政
策
内
容
①

　

治
山
施
設
機
能
強
化
事
業

　

山
地
災
害
の
危
険
性
の
高
い
地
区
に
お
い
て
既
存

の
治
山
施
設
の
防
災
機
能
を
強
化
し
、
大
規
模
な
崩

壊
や
土
石
流
等
の
山
地
災
害
に
よ
る
被
害
を
効
果

的
・
効
率
的
に
防
止
・
軽
減
し
ま
す
。

〈
治
山
施
設
機
能
強
化
事
業
（
公
共
）　　

一
，

四
〇
〇
（
〇
）
百
万
円　

補
助
率
：
二
分
の
一
等
〉

政
策
内
容
②

　

火
山
防
災
林
整
備
促
進
対
策

　

火
山
山
麓
部
の
森
林
地
帯
に
お
い
て
、
泥
流
等
の

流
出
抑
制
を
図
る
緩
衝
帯
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
の
森
林
の
整
備
や
、
泥
流
等
を
安
全
に
下

流
に
誘
導
す
る
工
塁
の
設
置
等
を
総
合
的
に
実
施
し
、

火
山
活
動
に
よ
る
被
害
を
防
止
・
軽
減
し
ま
す
。

〈
土
砂
流
出
防
止
林
造
成
事
業
等
（
公
共
）　

八
三
二

（
六
四
五
）百
万
円
の
内
数　

補
助
率
：
二
分
の
一
等
〉

政
策
内
容
③

　

流
域
全
体
を
対
象
と
し
た
治
山
対
策
の
推
進

　

国
有
林
と
民
有
林
が
連
携
し
て
一
体
的
な
整
備
を

行
う
特
定
流
域
総
合
治
山
事
業
等
に
よ
り
、
流
域
全

体
を
対
象
と
し
た
治
山
対
策
を
推
進
し
大
規
模
な
山

地
災
害
の
復
旧
等
を
効
果
的
・
効
率
的
に
進
め
ま
す
。

〈
特
定
流
域
総
合
治
山
事
業
等
（
公
共
）　

五
三
，

五
八
六
（
五
五
，
一
八
五
）
百
万
円
の
内
数　

補
助

率
：
二
分
の
一
等
〉

政
策
内
容
④

　

山
地
災
害
危
険
地
区
情
報
の
再
整
備

　

山
地
災
害
危
険
地
区
の
再
点
検
の
結
果
を
活
用
し
、

山
地
災
害
危
険
地
区
に
関
す
る
情
報
を
地
域
住
民
等

へ
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
な
避
難
を
助
け
大

規
模
な
山
地
災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
さ
せ
ま
す
。

〈
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交
付
金　

九
，

六
九
二
（
九
，七
五
六
）
百
万
円
の
内
数　

補
助
率
：

定
額
〉

政
策
内
容
⑤

　

森
林
管
理
局
に
よ
る
迅
速
、
円
滑
な
支
援
の
実
施

　

大
規
模
山
地
災
害
発
生
時
に
お
け
る
被
害
箇
所
の

調
査
や
災
害
復
旧
対
策
に
つ
い
て
助
言
を
行
う
専
門

家
の
派
遣
な
ど
、
森
林
管
理
局
に
よ
る
都
道
府
県
へ

の
支
援
を
引
き
続
き
迅
速
・
円
滑
に
実
施
し
ま
す
。

政
策
内
容
⑥

　

直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
の
新
規
着
手

　

大
規
模
な
地
す
べ
り
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た

め
、
新
た
に
徳
島
県
那
賀
郡
那
賀
町
阿あ

津づ

江え

の
民
有

林
に
お
い
て
、
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
に
着
手
し

ま
す
。

国
際
的
な
協
調
の
下
で
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を

推
進
す
る
た
め
、
地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る
違
法
伐

採
対
策
及
び
森
林
の
減
少
・
劣
化
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。
そ
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
政
策
目
標
を
掲
げ

ま
す
。

持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
実
現
に

向
け
た
国
際
的
な
取
組
の
推
進

ポ
イ
ン
ト
５

●
違
法
伐
採
総
合
対
策
推
進
事
業
等　

一
五
六
（
一
五
一
）
百
万
円

●
国
際
林
業
協
力
事
業
等　

三
五
六

（
三
六
三
）
百
万
円

●
国
際
機
関
へ
の
拠
出
金　

一
八
九

（
一
九
六
）
百
万
円

一
．
木
材
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
技
術
を
活
用
し

た
木
材
生
産
国
に
お
け
る
違
法
伐
採
対
策
を
実

現二
．
森
林
減
少
・
劣
化
防
止
に
向
け
た
技
術
を

開
発
し
、
事
業
対
象
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な

森
林
経
営
を
支
援

政
策
目
標

政
策
内
容
①

　

違
法
伐
採
対
策
の
推
進

　

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
る
木
材
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
技
術
の
現
地
実
証
を
行
い
違
法
伐
採
問
題
へ
の

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

〈
木
材
追
跡
シ
ス
テ
ム
実
証
事
業　

三
二
（
〇
）

百
万
円　

補
助
率
：
定
額
〉

政
策
内
容
②

　

森
林
減
少
・
劣
化
対
策
の
推
進

　

衛
星
画
像
等
に
よ
っ
て
途
上
国
の
森
林
資
源
動
態

の
要
因
分
析
や
経
年
変
化
を
把
握
で
き
る
モ
デ
ル
の

開
発
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
技
術
移
転
や
途
上
国
で

の
人
材
育
成
を
通
じ
て
森
林
減
少
・
劣
化
問
題
に
取

り
組
み
ま
す
。

〈
熱
帯
林
資
源
動
態
把
握
支
援
事
業　

四
〇
（
〇
）

百
万
円
〉

流
域
保
全
の
た
め
の
効
率
的
か
つ

総
合
的
な
国
土
保
全
対
策
の
推
進

〜
大
規
模
山
地
災
害
総
合
対
策
〜

ポ
イ
ン
ト
４

●
治
山
事
業　

一
〇
五
，
二
五
〇

（
一
一
二
，
〇
一
二
）
百
万
円
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公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
旨
と
し
た
効
率
的
か
つ
着
実
な
森

林
の
整
備
、
保
全
等
を
推
進

政
策
目
標

政
策
内
容
①

　

森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

　

京
都
議
定
書
の
森
林
吸
収
目
標
達
成
を
図
る
た
め
、
国
有
林

野
事
業
と
し
て
も
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
集
中
的
に
実
施
し
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
と
と
も
に
、
美
し
い
森
林
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

〈
森
林
整
備
の
推
進
（
事
業
施
設
費
）（
公
共
）　

七
六
，
一
三
八

（
六
八
，
六
三
六
）
百
万
円
〉

政
策
内
容
②

　

世
界
遺
産
の
保
全

　

世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い
森
林
の
保
全
の
た
め
、
自
然
遺
産

と
し
て
暫
定
一
覧
表
記
載
地
域
と
な
っ
て
い
る
小
笠
原
諸
島
に

つ
い
て
は
、
推
薦
に
向
け
て
の
外
来
種
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
文
化
遺
産
と
し
て
世
界
遺
産
推
薦
地
域
及
び
暫
定
一
覧

表
記
載
地
域
と
な
っ
て
い
る
富
士
山
周
辺
等
の
森
林
の
保
全
策

を
実
施
し
ま
す
。

〈
世
界
遺
産
保
全
緊
急
対
策
事
業　

一
〇
七
（
七
九
）
百
万
円
〉

政
策
内
容
③

　

生
物
多
様
性
の
保
全

　

生
物
多
様
性
条
約
の
締
約
国
会
議
の
目
標
の
一
つ
で
あ
る
、

二
〇
一
〇
年
ま
で
に
生
物
多
様
性
の
損
失
速
度
を
顕
著
に
減
少

さ
せ
る
こ
と
や
、
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
の
着
実
な
実
施
を
図

る
た
め
、
新
た
な
保
護
林
の
設
定
を
緊
急
に
推
進
す
る
た
め
の

取
組
を
実
施
し
ま
す
。

〈
保
護
林
拡
充
緊
急
対
策
事
業　

二
九
（
〇
）
百
万
円
〉

　

公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
旨
と
し
て
地
球
温
暖
化
防
止
等

の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
つ
つ
、
国
有
林
野
を
適
切
か
つ

効
率
的
に
管
理
経
営
す
る
た
め
、
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
一
般

会
計
よ
り
繰
り
入
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
次
の
よ
う
な
政
策
目
標

を
掲
げ
ま
す
。

国
有
林
野
の
管
理
経
営
の
適
切
か
つ

効
率
的
な
推
進

ポ
イ
ン
ト

国有林野事業
特別会計予算

国
有
林
野
事
業
と
し
て
、
森
林
の
公
益
的
機
能

の
維
持
増
進
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
積
極
的
に

取
組
む
と
と
も
に
、
財
政
の
健
全
化
を
図
り
つ

つ
、
改
革
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
必

要
な
予
算
を
計
上
し
ま
す
。

●
事
業
施
設
費　

　

七
六
，
一
三
八
（
六
八
，
六
三
六
）
百
万
円

●
公
益
林
等
保
全
管
理
費　

　

三
一
，
二
七
九
（
三
一
，
八
八
八
）
百
万
円

●
利
子
補
給　

　

二
〇
，
八
四
五
（
二
一
，
九
二
五
）
百
万
円




